
なぜカーボンニュートラル活動に取り組むのか

浮体式洋上・陸上風力発電分野での取り組み

住友商事グローバルメタルズ（SCGM）は、金属ビジネスを通じ、社会や皆様の課題解決により高い価値を
提供する企業を目指しており、住友商事グループ企業として 2050年カーボンニュートラル実現に向けて
様々な活動を行っております。

SDGsに代表される様々な社会課題への取組は、
企業にとって重要な経営課題であると同時に
貴重なビジネスチャンスととらえています。
不透明な時代だからこそ、私たちはパッション
をもって社会の進化に向き合い、確実に未来に
向けて歩を進め、サステイナブルな社会構築
への貢献を目指して参ります。

具体的には、当社としては、従来からの組織横断型の取組、「カーボンニュートラル情報連絡会」
「Business Against Climate Change(BACC/ 気候変動対応 )ワーキンググループ」をベースに、23年度
より「事業開発グループ」、「サステナビリティ推進チーム」を立ち上げ、CN活動に一層注力して参ります。
本日はその取組の一部を紹介致します。

米英 EU政府および多くの有識者・発電事業者を
お呼びして第二回カンファレンスを開催

複数の海外のGW級浮体式洋上風力発電開発
向けの資材供給打ち合わせ開始

Shell・Equinor・OW・戸田建設・日揮と共に、
日本で最初の浮体式洋上風力発電専門のカンファレンスを
東京で開催、活発な議論を展開、各地での検討に貢献

Shell・Equinor・OW・戸田建設・日揮と「日本の浮体式洋上
風力発電に対する期待と展望」を発行、日本各地の経済活性化・
雇用創出と漁業との共生に繋がる浮体開発を提案

年初に欧州で「陸上風力発電用途のコンクリート構造物」および
「洋上風力発電関連の漁業養畜技術・係留技術」の打ち合わせを
重ね、その後の協業に繋がる各種検討を立ち上げる
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CO₂削減に取り組んで
いる取引先の選択

環境に配慮した製品・
サービス提供への期待
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いち早く社会に貢献、新たな企業価値の創出
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